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１．研究計画の概要 
２５００年前より古い時代の古代中
国における人類集団の遺伝的構成は
２０００年前（漢代）以降と大きく
異なっていることを示した、我々自
身による研究成果を一段と発展させ
ることを大きな目的とし、（１） “現
代ヨーロッパ人類集団と遺伝的に近
縁な人類集団”がいつ頃、黄河中下
流に移動してきたのかを明らかにす
ることを目的とした黄河中流の様々
な遺跡から出土した古人骨のＤＮＡ
分析により、中原の古代中国人類集
団の遺伝的多様性とその変遷を明ら
かにする。（２）中原の様々な遺跡か
ら出土した古人骨の病理学的、法医
学的な分析により、古代中国の人々
の“病や死”を明らかにする。（３）
古代中原の遺跡から出土した動植物
遺骸のＤＮＡ分析をおこなうことに
より、古代中国の人々の生活を支え
た動植物の様態を明らかにする。 
以上の解析によって、世界を代表す
る古代文明の一つである黄河文明を
担った人々の遺伝的多様性とその時
代的変遷、人々の生活を支えていた
動植物、また、人々を取り巻いてい
た環境を明らかにする。 

 
２．研究の進捗状況 
２５００年前より古い時代の古代中国に
おける人類集団の遺伝的構成は２０００
年前（漢代）以降と大きく異なっている
ことを示した我々自身による研究成果を
一段と発展させるために、先の２５００

年前の山東省遺跡から出土した古人骨を
対象としたＤＮＡ分析領域を拡大すると
共に、同じ黄河流域の他の遺跡（３００
０年前の河南省商代晩期の遺跡、３５０
０年前の河南省商代前期の遺跡）ならび
に四川盆地の遺跡（３０００年前の古蜀
国の都の跡）から出土した古人骨試料を
収集した。これまでに、２５００年前の
山東省遺跡から出土した古人骨のＤＮＡ
分析領域を、緒となった研究の約２倍の
領域にまで拡げることに成功し、先の研
究結果の再現性を確認すると共に、異な
る数理解析方法での分析によっても先の
結果が支持された。また、３０００年前
の河南省商代晩期の遺跡から出土した古
人骨に対しても上記と同じ拡大範囲での
ＤＮＡ分析に成功した。数理解析の結果、
２５００年前の山東省遺跡集団と３００
０年前の河南省遺跡集団は系統的に近く、
古代中国の政治・経済・文化の中心地で
ある中原に位置する人類集団は黄河下流
域まで拡がっていたことが示された。３
５００年前の河南省商代前期の遺跡なら
び３０００年前の古蜀国の遺跡から出土
した古人骨試料についてはＤＮＡ分析が
順次進行中である。次に、古人骨に残さ
れた病変あるいは法医学的死因について
肉眼的検証、ならびに、３５００～３０
００年前の商代に登場した青銅器の使用
による人体への影響を探るために金属元
素分析を実施し、古代中国の人々の“病
や死”を探った。これまでに、通常骨成
分に含まれていないか超微量しか含まれ
ていないはずの元素が過量に存在してい
ることが複数の元素で検出されている。
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また、遺跡から出土した炭化米の収集を
進めると共に、数理解析のためのレファ
レンスデータ（現生栽培種および野生イ
ネそれぞれの系統に独立な変異部位情
報）の抽出に成功している。 

 
３．現在までの達成度 
自己点検評価 
 ②おおむね順調に進展している。 
理由 
 遺跡から発掘した生物考古試料の
ＤＮＡ分析が主要な目的である本研
究は、限られた量の試料、過去から
の長時間の経過の中で試料中に残さ
れたＤＮＡ量が絶対的に少ないこと、
残されたＤＮＡも断片化などの様々
なダメージを受けていること、個々
の試料ごとに残されてきた状況・状
態が異なるためマニュアル化した実
験手順が不可能であること、実験者
を含む他の人間由来のＤＮＡ混入の
危険性があることから複数の独立し
た研究室での確認作業が不可欠であ
るなど、現生生物ＤＮＡ分析とは全
く性格が異なる。そのため、信頼度
の高い実験結果を得るまでに非常に
長い時間を必要とする。しかし、分
析そのものは順調に進み、しかも、
緒となった先の研究を上回る研究成
果が既に得られている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
当初の研究計画に従って本研究は順調に
進んでおり、継続することにより、３５
００年前の河南省商代前期の遺跡ならび
３０００年前の古蜀国の遺跡から出土し
た古人骨試料のＤＮＡ分析を完遂させ、
中原を中心とする古代中国人類集団の遺
伝的多様性とその変遷を明らかにする。
さらに、本研究を開始して以降のＤＮＡ
塩基配列決定手法の新たな展開、すなわ
ち、次世代シーケンサの登場に呼応して、
これまでに収集した古人骨試料を対象と
した次世代シーケンサによる分析を加え
る。これは、本研究のみならず当該研究
分野全体の新たな学術的新展開を図る上
で重要な契機となるものである。また、
２５００年前の山東省遺跡から出土した
古人骨を用いたこれまでの研究により、
通常骨成分に含まれていないか超微量し
か含まれていないはずの複数の元素が過
量に存在していることが明らかになった
ことを受け、黄河流域の他の遺跡（３０
００年前の河南省商代晩期の遺跡、３５
００年前の河南省商代前期の遺跡）なら
びに四川盆地の遺跡（３０００年前の古
蜀国の都の跡）に関しても同様の分析を

実施する。特に、河南省商代晩期（３０
００年前）の遺跡から出土した古人骨の
分析結果と河南省商代前期（３５００年
前）の遺跡から出土した古人骨の分析結
果との比較は、３５００～３０００年前
の商代に登場した青銅器の使用による人
体への影響を評価する上で非常に重要と
考えている。 
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